
４
月
８
日
（
火
）
春
爛
漫

の
花
見
日
和
に
総
勢
27
名
、

桜
舞
う
中
５
㌔
の
道
の
り
を

全
員
で
完
歩
し
た
。
石
戸
蒲

ザ
ク
ラ
で
の
出
発
式
で
は
栗

田
会
長
の
激
励
も
あ
り
、
皆

元
気
に
歩
き
だ
し
た
。
途
中
、

北
本
自
然
観
察
公
園
で
は
学

習
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、

公
園
内
の
鳥
や
昆
虫
、
植
物

に
つ
い
て
の
知
識
や
見
所
を

教
え
て
頂
い
た
の
で
、
楽
し

さ
が
倍
増
し
た
。
そ
の
あ
と

桜
堤
を
横
に
見
な
が
ら
荒
井

橋
を
く
ぐ
り
、
北
本
水
辺
の

公
園
や
枝
垂
れ
桜
が
満
開
の

高
尾
さ
く
ら
公
園
を
経
て
、

正
午
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会

場
の
北
本
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

に
到
着
し
た
。

既
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
班

が
苦
心
し
て
準
備
し
た
テ
ー

ブ
ル
に
着
席
し
、
全
員
で
乾

い
た
喉
を
潤
し
な
が
ら
、
焼

き
肉
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を
、
バ

イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
会
食

し
た
。

最
後
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

で
専
科
４
期
の
鴨
田
さ
ん
の

司
会
で
新
入
会
員
の
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
、
続
い
て
恒
例

の
佐
野
前
会
長
に
よ
る
「
歌

声
喫
茶
」
で
あ
る
。
会
場
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
従
い
、

歌
詩
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
し
、
全
員
が
大
き
な
声
で

懐
か
し
い
歌
の
数
々
を
歌
い
、

楽
し
ん
だ
。

（
22
期

石
川
博
康
）

◇
青
空
の
下
み
ん
な
で
楽

し
ん
だ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
◇

今
年
は
絶
好
の
晴
天
に
恵

ま
れ
、
ま
さ
に
ゴ
ル
フ
日
和

で
し
た
。
参
加
者
は
14
名
と

や
や
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
。

ス
タ
ー
ト
前
に
栗
田
会
長
が

挨
拶
、
準
備
体
操
・
ル
ー
ル

等
説
明
し
、
早
速
コ
ス
モ
ス

コ
ー
ス
の
ア
ウ
ト
と
イ
ン
か

ら
２
組
ず
つ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

広
々
と
し
た
自
然
の
中
に

２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
大

半
が
初
心
者
で
し
た
が
、
ボ
ー

ル
を
ク
ラ
ブ
の
芯
で
と
ら
え

て
快
音
を
残
し
て
ワ
ン
オ
ン

す
る
方
、
勢
い
余
っ
て
グ
リ
ー

ン
オ
ー
バ
し
た
り
、
バ
ン
カ
ー

に
入
れ
た
り
池
ポ
チ
ャ
し
て
、

ま
さ
に
一
喜
一
憂
で
し
た
。

ハ
ー
フ
の
９
ホ
ー
ル
を
回

る
と
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
感
触

が
つ
か
め
コ
ー
ス
戦
略
も
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多

少
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
後
に
小
休

止
し
、
後
半
は
ポ
ピ
ー
コ
ー

ス
を
回
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ー
が
狭
い
う

え
に
距
離
が
長
く
左
右
に
曲

が
り
、
戦
略
性
に
富
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
14
名

中
12
名
が
前
半
よ
り
ス
コ
ア

を
落
と
し
た
。
36
ホ
ー
ル
を

約
３
時
間
で
回
り
、
結
果
は

次
の
通
り
で
し
た
。

一
位

荒
巻

勲
１
２
５
点

二
位

熊
谷
康
夫
１
２
６
点

三
位

間
中
芳
男
１
３
２
点

（
18
期

金
子

博
）

会報「彩央」第８号 2014年（平成26年）9月1日発行

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報（第8号）
発行：2014年（H26年）9月1日
発行人：会長 栗田 剛

彩

央

23期 専科５期迄の合計114名で構成(新入会員12名)

年
次
活
動
は
、
４
月
の
桜

ウ
ォ
ー
ク
と
定
期
総
会
で
始

ま
り
ま
す
。
総
会
で
来
賓
の

方
々
か
ら
毎
年
括
目
す
べ
き

熱
弁
を
い
た
だ
き
、
一
歩
を

踏
み
出
す
の
で
す
が
、
そ
れ

は
、
彩
央
会
と
し
て
の
計
画

発
進
で
あ
る
と
共
に
、
会
員

の
皆
さ
ま
個
々
が
自
分
に
合
っ

た
活
動
計
画
に
照
準
を
合
わ

せ
る
地
域
活
動
の
足
場
作
り

の
日
で
す
。
そ
し
て
私
達
は
、

美
術
展
・
一
芸
披
露
会
で
秀

で
た
技
を
堪
能
し
、
こ
の

「
会
報
」
で
会
員
相
互
の
活

躍
を
喜
び
合
い
、
さ
ら
に
、

文
集
「
彩
央
の
ひ
ろ
ば
」
で

多
数
の
会
員
が
参
加
で
き
る

機
会
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

彩
央
会
に
引
か
れ
た
私
の

動
機
は
、
「
会
社
人
間
が
地

域
で
生
き
る
た
め
の
入
口
探

し
」
で
あ
り
、
自
分
に
合
っ

た
社
会
活
動
を
実
践
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
豊
か
に
生
き

る
に
は
、
自
分
を
支
え
助
け

て
く
れ
る
「
仲
間
」
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
こ

と
が
望
外
の
喜
び
で
し
た
。

地
域
社
会
も
絶
え
ず
前
へ

と
進
ん
で
い
る
こ
と
を
直
視

す
る
時
、
自
分
の
眼
で
現
実

を
観
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

そ
の
際
、
仲
間
は
自
分
が
見

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
有
難
さ
に
気
付

か
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
彩
央
会
活
動
が
単
に

楽
し
い
だ
け
の
場
に
留
ま
ら

ず
、
生
き
方
の
学
び
の
場
で

あ
る
よ
う
に
願
い
、
合
わ
せ

て
、
楽
な
気
持
ち
で
寄
り
添

え
る
場
で
あ
る
こ
と
を
祈
り

な
が
ら
挨
拶
と
し
ま
す
。

役員改選 会長 19期 栗田 剛氏再選 役員21名

各期の連絡窓口

担当期 連絡員

5～10期 熊谷 康夫

12～14期 金子 博

15～16期 対尾 雅之

17期 間中喜久江

18期 岩佐 正二

19期 町田 勝重

専科1期 西村美智子

20期 臼田 誠躬

専科2期 栗田 剛

21期 三浦 寿久

専科3期 武井 章

22期 石川 博康

専科4期
荒巻 勲

柳原 進

23期 熊谷 法子

専科5期 木崎 寿郎

2014年（H26年）度 事業計画

行 事 名 詳細（実績・予定など）

花見ハイク歓迎会 北本桜ウォーク＆バーベキュー 4/8(火)

定期総会 北本市文化センター 4/26(土)

地域ボランティア
北本自然観察公園 5/16,10/28,2015/3/10

高尾宮岡景観地 6/15(日)

健康教室 鴻巣パークゴルフ場 5/19(月)

美 術 展 北本市文化センター 2F 展示室 6/10～15

一芸披露会 北本市文化センター（民話ほか）6/14(土)

パソコン教室 北本市文化センター 4/22(金),6/14(土)

ボウリング大会 北本アイビ－ボウル 7/18(金)

ほたる鑑賞会 北本自然観察公園 8/1(金)

会報「彩央」発行 A3サイズ・両面カラー 9/1(月)

健康教室 鴻巣市吹上パークゴルフ場 9/12(金)

ゴルフ大会 吉見ゴルフ場 10/7（火）

秩父夜祭見物 日本三大夜祭 12/2(木)～3(金)

うどん打ち新年会 北本市コミュニティセンター2015/1/23(金)

文集発行 「彩央のひろば」A4カラー含む 2015/2月

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催 第８号

◆
身
体
を
動
か
す
中
で

思
考
を
ま
と
め
よ
う
◆

第
八
回
定
期
総
会
を
、
４
月

26
日
（
土
）
北
本
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
53
名
（
委
任
状
42
名
）

が
出
席
し
て
開
催
し
た
。
退
会

者
39
名
は
ご
本
人
や
家
族
の
健

康
問
題
だ
っ
た
が
、
幸
い
12
名

の
入
会
者
を
迎
え
、
１
１
４
名

の
会
員
で
再
出
発
と
な
っ
た
。

ご
来
賓
は
、
い
き
が
い
大
学

伊
奈
学
園

津
久
井
所
長
、
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

薬
師
寺
部

長
、
埼
玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

高
野
総
括
主
任
の
各
氏
が
、
高

齢
者
で
も
己
を
閉
ざ
す
こ
と
な

く
歩
も
う
、
①
身
体
を
動
か
そ

う
②
複
数
の
課
題
を
持
と
う
③

外
出
し
よ
う
と
熱
弁
さ
れ
た
。

議
事
は
、
１
号
議
案
か
ら
５

号
議
案
ま
で
の
前
年
度
活
動
報

告
・
会
計
報
告
・
今
年
度
役
員
・

活
動
計
画
・
予
算
な
ど
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

人
事
で
は
会
長
栗
田
剛
（
19

期
）
副
会
長
三
浦
寿
久
（
21
期
）

金
子
博
（
18
期
）
の
各
氏
が
留

任
、
岩
佐
正
二
氏
（
18
期
）
は

副
会
長
に
復
職
し
た
。

活
動
計
画
は
多
く
の
方
の
参

加
を
願
い
、
「
秩
父
夜
祭
見
物
」

を
取
り
入
れ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
趣

味
・
特
技
・
近
況
の
自
己
紹
介

が
あ
り
、
マ
イ
ク
を
持
つ
と
堰

を
切
っ
た
よ
う
な
展
開
と
な
っ

た
が
、
無
事
終
了
し
た
。

（
19
期

栗
田

剛
）

「
彩
央
会
」
の
皆
さ
ん
へ

栗
田

会
長
挨
拶

「
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

新
人
歓
迎
会

「
健
康
教
室
」

吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

初
回
講
習
は
、
平
成
22
年

7
月
の
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
メ
ー
ル
の
活
用
」
を
、

そ
の
後
、
毎
月
一
回
の
開
催

で
、
４
年
後
の
最
終
回
ま
で

46
回
も
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
年
賀
状
、
最
終
的

に
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版

よ
く

分
か
る
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
１
０

【
応
用
】
」
テ
キ
ス
ト
を
購

入
し
て
ア
タ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

全
盛
期
は
、
パ
ソ
コ
ン
講

習
が
あ
る
の
で
「
彩
央
会
」

に
入
会
す
る
方
も
い
て
、
20

名
の
定
員
に
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
あ
る
盛
況
で
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
は
社
会

に
羽
ば
た
く
翼
で
す
。
毎
日

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
れ

ば
ボ
ケ
ま
せ
ん
。

今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
、

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
開
催
に
は

対
応
し
ま
す
。

（
16
期

対
尾
雅
之
）

最
後
の

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

彩
央
会
の
「
一
芸
披
露
会
」

が
開
催
さ
れ
た
日
に
、
「
埼

玉
中
央
よ
み
う
り
」
の
記
者

が
来
ら
れ
、
「
美
術
展
」
会

場
を
含
め
て
取
材
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
記
事
が
、
26

年
６
月
27
日
の
夕
刊
に
折
り

込
ま
れ
た
７
７
９
号
で
、
ト
ッ

プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
取
材
を
依
頼
し
て

く
れ
た
14
期
の
石
関
英
生
さ

ん
の
人
脈
が
生
き
、
ま
た
対

応
し
た
栗
田
会
長
ほ
か
皆
様

と
出
演
者
の
熱
意
が
記
者
さ

ん
に
通
じ
て
、
ト
ッ
プ
記
事

に
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い

話
で
す
。（

17
期

熊
谷
康
夫
）

埼
玉
中
央
よ
み
う
り
に

「
一
芸
披
露
会
」
が
掲
載

会
報

2014年(H26年)度「彩央会」会長・副会長

会 長 19期 栗田 剛 桶川市

副
会
長

事 務 長 21期 三浦 寿久 桶川市

社会活動部 18期 岩佐 正二 桶川市

企 画 部 18期 金子 博 久喜市



北
本
自
然
観
察
公
園
で

外
来
植
物
の
抜
取
り

第
１
回
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
５
月
16
日
（
金
）
に
実

施
し
、
12
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
作
業
は
、
通

路
の
補
修
と
中
国
原
産
の
外

来
植
物
セ
リ
バ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ

の
抜
取
り
で
し
た
。
少
な
く

な
っ
た
里
山
の
雑
木
林
や
草

地
環
境
を
残
す
た
め
、
侵
入

し
て
く
る
外
来
種
を
除
く
こ

と
で
、
在
来
種
の
生
育
環
境

を
保
全
す
る
の
が
目
的
で
す
。

ま
ず
、
２
台
の
一
輪
車
に
砂

を
入
れ
て
押
し
て
行
き
、
作

業
場
所
へ
着
く
ま
で
の
遊
歩

道
の
窪
ん
だ
所
に
入
れ
て
、

補
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

セ
リ
バ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
は
茎

と
葉
が
セ
リ
に
似
て
い
て
、

青
紫
の
小
さ
な
か
わ
い
ら
し

い
花
が
燕
に
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
「
セ
リ
葉
飛
燕
草
」

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
根
か
ら
抜
き
取
り
、

種
が
落
ち
な
い
よ
う
に
袋
詰

め
に
し
ま
し
た
。
作
業
は
約

２
時
間
、
大
き
な
袋
が
満
杯

に
な
り
ま
し
た
。

真
青
な
空
に
は
、
白
い
柳

の
綿
状
の
実
柳
絮
（
リ
ュ
ウ

ジ
ョ
）
が
飛
び
交
っ
て
、
美

し
い
光
景
で
し
た
。
帰
路
で

は
観
察
会
を
行
い
、
珍
し
い

昆
虫
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

高
尾
宮
岡
の
景
観
地
で

環
境
保
全
活
動

第
2
回
は
6
月
15
日
（
日
）

に
、
北
本
市
緑
の
ト
ラ
ス
ト

８
号
地
で
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
９
名
、
ト
ラ
ス
ト
協

会
員
の
方
々
と
一
緒
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
梅

雨
の
中
休
み
で
好
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
か
な
り
暑
い

日
で
し
た
。

作
業
は
外
来
植
物
の
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
オ
オ

ブ
タ
ク
サ
お
よ
び
在
来
種
の

カ
ナ
ム
グ
ラ
の
抜
取
り
で
し

た
。
カ
ナ
ム
グ
ラ
は
つ
る
性

の
植
物
で
、
一
面
に
は
び
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
茎
に
は
細
い

ト
ゲ
が
あ
っ
て
ざ
ら
つ
き
、

注
意
が
必
要
で
し
た
。
２
回

の
休
憩
を
と
り
、
約
２
時
間

半
で
抜
き
取
っ
た
草
は
２
つ

の
大
き
な
山
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
中
に
子
狸
を
見
つ
け

ま
し
た
が
、
近
づ
く
と
ソ
ソ

ク
サ
と
草
む
ら
に
逃
げ
て
行

き
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
湧
水
地
脇
の

木
道
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た

が
、
木
陰
に
入
る
と
爽
や
か

な
風
が
通
り
抜
け
、
疲
れ
た

体
に
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

【
今
後
の
予
定
】

第
3
回
目
は
10
月
28
日
（
火
）

第
4
回
目
は
来
年
の
3
月
10

日
（
火
）
北
本
自
然
観
察
公

園
で
行
い
ま
す
。

（
18
期

岩
佐
正
二
）

彩
央
会
の
一
芸
一
座
も
旗

揚
げ
し
て
３
年
目
、
７
月
〜

８
月
の
出
前
公
演
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

・
７
月
23
日
（
水
）
午
後

鴻
巣
市
元
市
町
長
寿
会

昔
話
、
創
作
紙
芝
居

・
８
月
１
日
（
金
）
午
後

北
本
市
中
丸
学
童
保
育
室

昔
話
２
話
、
謎
掛
け
紙
芝
居

・
８
月
５
日
（
火
）
午
後

北
本
市
栄
学
童
保
育
室

昔
話
２
話
、
も
の
ま
ね

・
８
月
27
日
（
水
）
午
後

北
本
市
中
丸
東
学
童
保
育
室

昔
話
３
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

（
17
期

熊
谷
康
夫
）

彩
央
会
恒
例
夏
の
催
し
ヘ

イ
ケ
蛍
観
賞
会
が
、
8
月
1

日
（
金
）
午
後
7
時
か
ら
北

本
自
然
観
察
公
園
で
開
催
さ

れ
た
。
お
孫
さ
ん
連
れ
を
含

め
て
、
20
数
名
の
方
々
が
参

加
し
た
。

自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
の
前

で
記
念
写
真
を
撮
り
、
蛍
の

生
態
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
薄
暮
の
な
か
蛍
の
生

息
地
へ
向
か
う
。
森
の
中
に

入
り
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
る
と
、

前
方
右
下
の
水
路
の
方
で
ひ

と
つ
、
ふ
た
つ
と
蛍
の
光
が

見
え
始
め
た
。
7
時
半
を
過

ぎ
る
頃
周
囲
は
暗
闇
に
包
ま

れ
、
徐
々
に
蛍
の
数
が
増
え

て
い
く
。
そ
し
て
、
目
の
高

さ
ま
で
飛
び
交
っ
て
き
た
。

「
ま
あ
〜
き
れ
い
」
「
幻
想

的
！
」
な
ど
感
嘆
の
声
が
上

が
る
。
前
の
方
か
ら
、
「
こ
っ

ち
の
方
が
も
っ
と
い
る
よ
〜
」

と
声
が
か
か
る
。
皆
で
先
へ

進
む
と
、
い
る
い
る
、
蛍
の

光
の
競
演
だ
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
が
ホ
タ
ル
を
手
に
受
け
、

大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
今
年
は

数
も
多
く
童
心
に
帰
っ
て
楽

し
ん
だ
。（

18
期

岩
佐
正
二
）

一
度
は
行
っ
て
見
た
い
と

思
い
つ
つ
も
、
宿
泊
や
交
通

渋
滞
な
ど
の
問
題
で
二
の
足

を
踏
ん
で
い
た
「
秩
父
夜
祭
」

観
光
が
、
秩
父
在
住
の
石
井

敏
雄
氏
（
専
４
）
の
入
会
で

実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

期
日

12
月
３
（
木
）
４
日

宿
泊
先

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ･

Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
秩
父
コ
テ
ー
ジ

費
用

１
万
７
千
円

参
加

25
名
（
男
21
・
女
４
）

幹
事

熊
谷
康
夫
（
代
表
）

鴻
巣
市
吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
９
月
12
日
（
金
）
に

開
催
し
ま
す
。
現
地
９
時
集

合
午
前
中
終
了
予
定
、
費
用

は
五
百
円
で
す
。
健
康
増
進

に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
年
齢
に

関
係
な
く
男
女
を
問
わ
ず
気

軽
に
プ
レ
ー
で
き
ま
す
の
で
、

緑
一
杯
の
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（
18
期

金
子

博
）

今
年
度
の
う
ど
ん
打
ち
新

年
会
は
来
春
1
月
23
日
（
金
）

北
本
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
し

ま
す
。
皆
で
う
ど
ん
を
打
ち
、

て
ん
ぷ
ら
を
食
べ
な
が
ら
そ

の
場
で
乾
杯
し
、
新
春
を
祝

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
々
、
皆
さ
ん
の
腕
が
上
が
っ

て
き
て
お
り
、
今
回
は
細
麺
・

幅
広
麺
等
に
挑
戦
し
て
頂
こ

う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
15
期

間
中
芳
男
）

今
回
初
め
て
会
報
の
編
集

長
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
当

初
、
何
を
ど
う
す
る
か
手
探

り
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、

案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
、

編
集
を
始
め
て
数
時
間
で
操

作
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

投
稿
し
て
頂
い
た
方
々
や

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

編
集
委
員

編
集
長

21
期

三
浦

寿
久

委
員

専
3
期

武
井

章

専
1
期

西
村
美
智
子

18
期

今
井

順
子

20
期

臼
田

誠
躬

23
期

熊
谷

法
子

専
5
期

木
崎

寿
郎

顧
問

16
期

対
尾

雅
之

以
上
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去
る
７
月
18
日
（
金
）
、

伊
奈
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
と

合
同
の
第
２
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
、
ア
イ
ビ
ー
ボ

ウ
ル
北
本
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
参
加
者
は
、
会
員

参
加
が
19
名
、
伊
奈
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
7
名
合
計
26

名
（
男
子
20
名
女
子
6
名
）

の
盛
況
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
会
員
参
加
者

が
多
数
に
つ
き
、
経
験
豊

富
な
伊
奈
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
緒

に
プ
レ
イ
を
楽
し
み
な
が

ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト
役
を
お

願
い
し
、
マ
ナ
ー
や
投
球

順
序
等
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

栗
田
会
長
の
開
会
挨
拶

と
始
球
式
で
競
技
が
開
始

さ
れ
、
和
や
か
な
内
に
競

技
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

引
続
き
ミ
ィ
ー
テ
ン
グ

ル
ー
ム
で
会
食
、
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
、
20
期
坂
下
恵

子
さ
ん
、
準
優
勝
21
期
三

浦
寿
久
さ
ん
、
第
3
位
15

期
鈴
木
康
夫
さ
ん
で
し
た
。

（
12
期

大
畑
貞
作
）

北
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で
６

月
14
日
（
土
）
開
催
し
た
。

【
出
演
者
】
民
話
４
名
、
南

京
玉
す
だ
れ
２
名
、
歌
の
も

の
ま
ね
・
創
作
紙
芝
居
・
マ

ジ
ッ
ク
・
講
談
の
各
１
名
合

計
10
名

【
観
客
】
会
員
37
名
と
一
般

24
名
の
合
計
61
名
と
最
近
に

な
い
多
数
の
参
加
者
と
な
っ

た
。
特
に
、
熊
谷
さ
ん
が
呼

び
掛
け
た
21
名
の
一
般
者
参

加
が
大
き
か
っ
た
。

【
出
演
内
容
】
民
話
４
名

（
萩
原
・
熊
谷
・
間
中
・
石

井
）
興
味
を
引
く
素
晴
ら
し

い
物
語
で
声
も
よ
く
出
て
い

て
歯
切
れ
も
良
く
、
約
10
分

間
原
稿
も
見
ず
見
事
に
演
技

し
、
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
場
内
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
南
京
玉
す
だ
れ

（
山
崎
・
荒
船
）
は
ハ
ー
ト

マ
ー
ク
で
始
ま
り
、
次
々
と

手
際
よ
く
南
京
玉
す
だ
れ
に

よ
る
妙
技
を
披
露
し
、
拍
手

喝
采
で
し
た
。
次
の
も
の
ま

ね
は
、
昨
年
同
様
秩
父
の
寅

さ
ん
（
石
井
）
出
て
く
る
早
々

場
内
は
大
爆
笑
、
渥
美
清
そ
っ

く
り
、
五
木
ひ
ろ
し
や
森
進

一
も
得
意
の
美
声
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

創
作
紙
芝
居
「
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
Ｙ
嬢
物
語
」
（
小
瀬
）

は
、
見
事
な
絵
と
文
に
感
動

し
な
が
ら
、
大
人
の
紙
芝
居

を
熱
心
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
（
日
高
）
は
円

熟
味
を
増
し
、
特
に
、
新
聞

を
折
り
畳
ん
で
入
れ
た
水
が

こ
ぼ
れ
ず
、
出
て
き
た
水
が

赤
色
で
見
事
飲
ん
で
し
ま
う
、

こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
に
場

内
は
び
っ
く
り
。
拍
手
大
喝

采
で
し
た
。
ト
リ
は
講
談

「
寛
永
三
馬
術
」
（
外
川
）

で
、
迫
力
満
点
ま
さ
に
プ
ロ

並
み
の
芸
を
披
露
、
観
客
は

堪
能
し
ま
し
た
。

（
18
期

金
子

博
）

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
一
芸
披
露
会
」
開
催

「
伊
奈
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
共
催

「
彩
央
会
一
芸
一
座
」

学
童
保
育
室
に
出
前

新
春
う
ど
ん
打
ち
案
内

編
集
後
記

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
案
内

美
術
展
は
６
月
10
日
（
火
）

か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
、
北

本
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
23

名
の
方
々
か
ら
絵
画
・
工
芸

等
60
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

近
年
来
場
者
が
減
っ
て
る

の
で
積
極
的
に
宣
伝
し
よ
う

と
、
ポ
ス
タ
ー
・
は
が
き
・

貼
り
付
け
看
板
を
制
作
し
て

配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果

か
６
日
間
の
来
場
者
数
は
、

２
９
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
の
方
々
か
ら
は
、

「
作
品
が
多
種
類
あ
っ
て
楽

し
い
展
覧
会
で
す
ね
」
な
ど

嬉
し
い
お
言
葉
を
沢
山
戴
き

ま
し
た
。
「
描
き
た
い
け
ど

と
て
も
描
け
な
い
が
見
る
の

が
楽
し
み
」
と
話
さ
れ
た
方

も
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
々

に
、
心
の
癒
し
に
な
っ
て
も

ら
え
た
の
か
な
と
嬉
し
く
思

え
ま
し
た
。
美
術
展
は
出
展

者
に
と
っ
て
も
技
術
の
向
上

を
目
指
す
良
い
刺
激
と
な
り
、

素
晴
ら
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

役
員
の
方
々
や
出
展
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
来
場
く

だ
さ
っ
た
方
々
等
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
良
い
彩
央

会
美
術
展
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
21
期

柳

順
子
）

「
美
術
展
」
開
催

秩
父
夜
祭
り
案
内

「
ヘ
イ
ケ
蛍
鑑
賞
会
」


